
 

①標準的な看護計画
に基づき自立して
看護を実践する。

②自部署で多い疾患
の看護で何が重要か
をとらえ看護実践で
きる。

①ケアの受け手に合
う個別的な看護を実
践する。

②チームリーダーと
して自立した役割行
動ができる。

③看護観を表明できる到
達
目
標 

ラダーⅠ 
（卒後２年目～） 

ラダーⅡ 
 

ラダーⅢ 
 

ラダーⅣ 
 

別
研
修 

・社会人・組織人として 
・基礎的看護技術 
・緊急時の対応 
・フィジカルアセスメント 

①幅広い視野で予測的
判断をもち看護を実践す
る。 
 
②看護の質向上のため
主体的に課題を見つけ
研究活動ができる。 
 

①基本的なマニュアル
に従い、助言を得て看
護を実践する。 
 
②メンバーとしての役割
を理解し報告・連絡・相
談の実践ができる。 ・メンバーシップ 

・看護記録 
・ケーススタディ 

・リーダーシップ 
・危機管理 
・プリセプターシップ 
・退院支援 

・退院支援 
・認定看護師による

専門研修への参加 
・災害看護 

院外研修 

院内研修  院内看護研究発表会 院内研究発表会 

長崎県看護協会研修へ参加 本部での研修参加 学会参加 

ナーシングスキル 中堅看護師研修 専門研修(感染管理・糖尿病・安全管理・認知高齢者) 

  協会内施設への業務支援 海外研修 協会内施設間交流研修 

地域医療振興協会クリニカルラダー 

①より複雑な状況に

おいて、ケアの受け手

にとって最適な手段を

選択し、QOL を高める

ための看護を実践す

る。 

 
ラダーⅤ 

 

 

・看護管理 
・専門研修 
・看護研究 
 

 

「いつでもどこでも、限られた資源の中で

自ら考え行動する看護師」 


